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1　ま　え　が　さ

土壌中の微生物は自然界における物質の循環に重要な役

割を栗している。そしてその微生物の動きは土壌中に加え

られた物質に影響を受けるものと推察される。近年農耕地

への肥料，農薬等の施用が増加しており，これらの物質に

ょる土壌微生物への影響．ひいては土壌中の物質循環への

影響が懸念される。ここでは畑状態での■PCN8添加による

微生物数．及び微生物活性への影響について検討したので

報告する。

2　試　験　方　法

＝供試土壌の水分条件‥　畑状態（最大容水量の別％）

脚供試土壌と土壌の化学性‥　火山灰土壌，鉱質土壌

（表1）。

養1　供試土壌の化学性

土 壌 T －C T － N N E 4－N N O r N
C E C 燐 酸吸

（％） （％） （竹■） 収 係数

火山灰
土 壌 4．4 1 0．38 0．7 9 4．5 5 3 1．2 18 5 0

鉱 質
土 壌 1．2 5 0．16 1．0 5 3．15 7．6 2 25

糊供試農薬：PCNB（ペンタゲン粉剤20％）

叫農薬添加濃度：120I■（標準）1200臍（10倍）

（6）肥料添加濃度：　Ⅳ（硫安），P205（過燐酸石灰）

瓦20（塩化加里）各20呼／100㌢乾土
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（6）培養条件：500m‘容の広口瓶に土壌を乾土当たり300

才とり．それぞれの濃度になるように，農薬・肥料を

添加し．25℃の暗所に静置した。

川璃儀期間：　30～90日間

（8）土壌の化学性：　NO3－Nはイオン電極を用いて測定

した，その他は常法によった。

（9）炭酸ガス発生量：　0．lNのN80且水溶液を吸収剤と

して用い，0．1NEC上で満定した。

畑土壌微生物数：希釈平板法により．細菌と放線菌は

アルブミン寒天培地，糸状菌はローズベンガル寒天培

地．qv菌（色素耐性菌）はクリスタルバイオレット

添加アルブミン寒天培地を用いて．25℃で培養し，計

数した。

00セルローズ分解能：　メッシュ法により，クロマト用

ろ紙（Ib514）をサラン製メッシュに包んで土壌に埋め

こみ，分解率を測定した。

3　試験結果及び考察

日）土壌のPEと無機能窒素の動き

表2Iこ示されるようにPEは培養期間中減少を続けたが，

PCNBの添加により，火山灰，鉱質土壌とも無添加区より

上昇し，10倍量区で明らかであった。PONもの増量剤とし

て用いられている08003の影響が推察された。またⅣ03－村

の生成をみると，PONBの添加により両土壌で早まり，そ

れは10倍量区でさらに顕著であった。

l 区 名
0　日 7　日 1 4　日

p E 恒 一一N N O 3－N p 叫 N E 4－N N O 3－N f E N E l－N N O 3－N P E ⅣⅠもーN

無 添 加 7 ．1 2 4 ．9 4 ．0 7 ．2 2 2．9 5 ．0 6 ．9 1 4 ．8 1 1．8 6．2 4 ．3

P O N 8 標 準 7 ．2 2 4 ．0 4 ．5 7 ．3 2 2．8 5 ．0 6 ．9 1 3 ．9 1 2 ．4 6．3 1．0

〝 1 0 倍 7 ．7 2 1．0 4．3 7 ．7 1 5．9 5 ．5 6 ．8 3 ．0 1 6 ．0 6 ．7 0 ．2

無 添 加 6 ．7 1 9 ．6 3．1 6 ．1 1 4 ．2 4 ．7 5 ．3 6 ．0 1 6 ．0 4 ．8 1．2

P C N B 標 準 7 ．0 2 1．0 3 ．5 6 ．4 1 5 ．5 6 ．7 5 ．3 7 ．7 1 6 ．3 5 ．1 仇 9

〝 1 0 倍 7．3 1 9 ．4 3 ．4 7 ．1 1 4 ．9 5 ．6 5 ．7 2 ．1 1 7．1 6 ．4 0 ．2

注．NE4－肘，NO3－N：喝／100才乾土
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（2）炭酸ガス発生量

図1は土壌中の微生物の活動の指標として用いられてい

る炭酸ガス発生量をみたものである。両土壌ともPCN且の

添加により炭酸ガス発生量は増加した。火山灰土壌では全

期間同傾向であったが，鉱質土壌では14日目以降，PCNR

添加区の方が低下し．土壌間の違いが認められた。

（＄〉土壌微生物数

表3に土壌中の微生物数の動きを示した。火山灰土壌で

は，PCN且の添加により細菌は増加する傾向を示し．C．Ⅴ

菌も同様な傾向を示した。糸状菌は変化が少なく．放線菌

は10培量区の30日後に減少した。鉱質土壌では，PCNBに

よる影響は少なかった。菌数は火山灰土壌より鉱質土壌の

蓑3　土壌中の微生物数
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図1炭酸ガス発生量の推移

万が多い傾向にあった。

段24

（乾土1タ当たり菌数）

区 名
7　 日 30　日

糸状菌×104 放線菌×107 細菌 ×10 7 C．Ⅴ菌×107 糸状菌×104 放線菌×10 7 細菌 ×107

無 添 加 7．9 0 0．6 7 3．2 0 仇 3 6 1 1．7 0 0．7 3 4．1 0

P C N B 標 準 6，1 0 0．9 7 4．6 0 0．5 5 1 0．0 0 0．8 3 7．7 0

” 10 倍 7．0 0 0．8 3 3．0 0 仇 4 0 1 1．0 0 0．1 0 1 4．0 0

無 添 加 6 0 ．0 0 1．2 0 6．4 0 1．2 0 3 3．0 0 1．2 0 1 4．7 0

P C N 8 標準 5 2．0 0 1．2 0 6．8 0 1．2 0 2 1．0 0 0．7 0 1 2．1 0

〝　 10倍 5 4．0 0 1．3 0 7．9 0 1．2 0 3 9．0 0 1．2 0 1 2．0 0

C．Ⅴ菌×107

火山灰土壌

鉱質土壌

（4）セルローズ分解能

図2に30日後と90日後のセルローズ分解率を示したが，

PCNBの添加により両土壌で顕著な分解率の低下がみられ

た。それは10倍量区で更に低下し，添加量との関係が推察

された。土壌間では鉱質土壌の方が分解率の低下が大きか

った。また．農薬無添加区のセルローズ上に，顕微鏡観察

で，ダニ，トビムシが認められ．セルローズの分解には小

動物の関与も考えられる。

（6）農薬の土壌残留量

培養後30日間でのPCNBの減少は標準区では火山灰，鉱

質両土壌とも約1哨減少したが，10倍量区での減少はほと

んど認められなかった。

4　ま　　と　　め

PONBの微生物数に対する影響は火山灰土壌においてみ

られ，細菌，C．Ⅴ菌の増加が認められた。それは添加量の

増加により更に明らかであった。微生物活性に対する影響

図2　セルローズ分解率

は火山灰，鉱質両土壌においてみられ，PCN丑はセルロー

ズ分解能を明らかに低下させ，それは添加量の増加によっ

て更に顕著であった。分解率の低下は鉱質土壌の方が大で

あった。またPCN丑は炭酸ガス発生量を増加させ硝化能を

高めた。PONBの施用による上記の諸変化に対して，土

壌pEの上昇が関与しているものと推察された。


